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子宮収縮(帥描)による子宮血流員の減少がfetaldis-
tressの発生に深いDg係を持つといわれる｡したがって
子宮収縮と子宮血流昆変化の詳細を知ることは秘めて血
更である｡我々はヒトと同種の胎盤を持つアカゲザル.
ニホンザル妊娠米用子宮について収紺と血統の附係をし
らべた｡
子宮動脈血流丑は電磁血流計で,子宮収縮は羊水圧
杏.そして子宮筋電図によって子宮壁局所の興恋を記録
した｡
(1)羊水圧は子宮収縮のない状態で 11cmH20の位
を示す｡圧力がこの基準値より約 5cmH20以上上昇
すると,血流鼠の誠少がみられるようになる｡内圧と血
純減の一例を示すと.-平均15.2(非収脚 Jj内FT:)+16.8
(収縮時内E)cmH20 の収紺‖こ対し.血流f正は少は
880/Oであった｡又.他の例では11.0(非収脚 寺内圧)+
18.1(収脚 ‡内圧)cmlI20に対し.51%で.17例との
問に著しい和迩がみられる｡ これは非収馴 :j･内圧.すな
わち子宮の緊張が形¶しているのではないかと思われ
る｡
(2)収縮のm始と血流Ll氾少のD服止の時間的関係.
卵符内部の放rli開始後 10-30sccにして血流畳は減
少しはじめ.正にその 10-20sec後.休部の放電と内
圧の上界が開始する場合と.卵管角取 休部の放鼠 内
圧上界が殆んど同時に始まり.それより 10-20sec遅
れて血流皿が減少しはじめる場合とがある｡しかしまれ
には血流塁減少が先行することもある｡この理由は尚不
明である｡
(3)子宮内圧の頂点と血流塁減少の最低点の時間的関
係｡多くの場合最低点は琉点より10-20sec先行する｡
しかし測定例の1/1において逆に 10-20sec遅延するこ
ともある｡
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